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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

減免団体登録の分類 個別要件 共通要件 登録に必要な書類 書類の提出先

Ⅰ.市民活動団体
主に市内で活動し、広く市民に便益
が及ぶ公益的団体（趣味、教養的な
団体は除く）

▽団体の構成員が３人以上で、主な
活動場所は市内
▽団体の代表者が定められ、規約、
予算や活動計画などを整備してい
る
▽中学生以下で組織される団体は、
保護者の運営組織か、成人の指導
者を有する
▽政治活動、宗教活動、営利を目的
としない
▽暴力団員か暴力団員でなくなった
日から５年を経過しない人が代表
者ではない

▽宗像市公共施設使用料
減免対象団体登録申請
書
▽団体の規約、予算書、
活動計画、構成員名簿
　（氏名、住所、年齢など
を明記したもの）

市担当課
＊環境美化を目的
とする団体は市
環境課へ提出す
るなど、目的に
よって担当課が
異なります

＊担当課が不明な
場合は、コミュ
ニティ・協働推
進課☎（36）５３
９４へ問い合わ
せを

Ⅱ.青少年団体
18歳未満か高校生以下の市民を主体
（全体の３分の２以上）とした文化・
スポーツ団体

Ⅲ.高齢者団体
満70歳以上の市民を主体（全体の３
分の２以上）として、健康づくりや
生きがいづくりを目的とした団体

Ⅳ.障がい者団体 障がいのある市民を主体とする団体

お知らせ

【施設使用料金の減免手続は２ステップ】
　下表に示す要件を満たし、施設使用料金の減免を受けようとする団体は、事前に団

体登録の上、減免申請をすることができます。団体登録開始日は７月１日（月）です。

▼ステップ１「市の担当課で団体登録」
　　団体登録の分類は下表のⅠ〜Ⅳで、それぞれ登録要件が異なります。いずれか１
つの分類を選択し、団体登録をします。施設の利用申込の14日前までに、申請書に
必要書類を添付して、市の担当課に提出してください。
＊申請書は、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「市内にお住まいの方」
→「様式ダウンロード」からダウンロード可

▼ステップ２「施設申込窓口で減免申請」
　　施設利用申込時に、施設使用料金の減免申請書も提出します。施設管理者は、登
録の有無と施設利用内容を確認し、施設使用料金の減免の可否を決定します。

　平成26年４月からの市の施設使用料金改定の経緯について、市広
報紙２月１日号でお知らせしました。今回は、施設使用料金を減額、
免除（減免）するルールと手続きについてお知らせします。
　市の施設運営経費の一部は、利用する人が支払う施設使用料金で
賄っています。その例外として、市の政策上、必要な場合に限り、施

設使用料金の減免ルールを定めています。市民活動の推進などの市施
策を踏まえ、施設ごとに異なる現在の減免ルールを、施設の性質など
を考慮しながら、新たな減免ルールに整理しました。また、照明設備、
冷暖房設備、付属設備の各使用料金も、同じルールとなります。

団体

①団体登録

②減免申請

団体

市
（担当課）

施設申込窓口

一度登録すると、最大３
年間有効です。有効期間
中、団体登録更新は不要。

登録申請

減免申請

利用申込の 14日前までに

利用申込時に

【平成26年４月からの使用料金減免ルール】
　新しいルールでは、施設ごとに減免の対象となる団体を、下表のとおり定めました。減免を受けようとする団体は、事前に団体登録が必要です。
＊対象施設の詳細は、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「市内にお住まいの方」→「新着情報」で確認を

市の が 

〜 減免団体登録も７月１日（月）にスタート 〜

団体

施設

減免団体登録の分類 団体登録不要

Ⅰ.市民活動団体 Ⅱ.青少年団体 Ⅲ.高齢者団体 Ⅳ.障がい者団体 コミュニティ
運営協議会

体育協会、
文化協会

市、市の主催・
共催、市内の
小中学校など

コミュニティ・センター

― ― ―

○

○
＊コミュニティ
運営協議会が、特
に必要と認める団
体も全額免除

―

○

農村女性の家

メイトム宗像
○

○

○

―

○
＊大会、イベン
トに限る

大島福祉センター

学校開放施設

▲

○

体育施設 ○
＊参加団体の３
分の２以上が青
少年団体の大会、
イベントに限る ―

有料公園

陶芸施設

正助ふるさと村
― ― ― ―

大島観光休憩所

○　全額免除　　　▲　半額免除　　　ー　減免なし

■問い合わせ先　経営企画課　☎（36）１１９２


